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通
学
路
や
高
速
道
路
の
安
全
確
保
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
四
年
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
、
集
団
登
校
中
の
小
学
生
の
列
に
自
動
車
が
突
っ
込
む
事
故
や
、
関
越
自
動
車
道

で
の
バ
ス
事
故
な
ど
、
子
ど
も
や
乗
客
が
運
転
手
の
不
注
意
に
よ
り
犠
牲
と
な
る
痛
ま
し
い
事
故
が
相
次
い
だ
と
こ
ろ
で
あ

る
。
警
察
庁
に
よ
れ
ば
、
我
が
国
の
交
通
事
故
の
発
生
件
数
は
、
平
成
二
十
三
年
ま
で
七
年
連
続
し
て
減
少
し
、
死
者
数
も
十

一
年
連
続
の
減
少
で
、
四
千
六
百
十
二
人
と
な
っ
て
お
り
、
関
係
者
の
継
続
的
な
取
り
組
み
の
成
果
が
挙
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ

だ
が
、
今
回
の
一
連
の
事
案
に
鑑
み
、
な
お
一
層
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
第
一
義
的
に
は
、
運
転
手
側
の
問
題
で
あ
る

と
は
理
解
す
る
も
の
の
、
事
故
の
舞
台
と
な
っ
た
通
学
路
や
高
速
道
路
と
い
っ
た
施
設
の
安
全
確
保
も
、
息
長
く
取
り
組
む
べ

き
政
策
分
野
で
あ
る
と
考
え
る
。
つ
い
て
は
、
同
種
の
事
故
の
再
発
防
止
を
念
じ
つ
つ
、
以
下
六
項
目
に
わ
た
り
質
問
す
る
。

一

学
校
周
辺
の
安
全
は
、
地
域
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
り
自
主
的
に
進
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
通
学
路
の
安
全
確
保
を
図
る
取
り
組

み
が
国
及
び
自
治
体
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
事
故
を
踏
ま
え
警
察
庁
、
文
部
科
学
省
及
び
国
土
交
通
省
の

対
処
方
針
を
伺
う
。

二

通
学
路
の
安
全
点
検
を
通
じ
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
・
標
識
等
の
設
置
、
歩
道
の
確
保
、
カ
ラ
ー
舗
装
、
白

線
の
引
き
直
し
な
ど
、
き
め
細
か
な
対
策
が
望
ま
れ
る
が
、
警
察
庁
及
び
国
土
交
通
省
の
対
処
方
針
を
伺
う
。

一



三

警
察
庁
及
び
国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
歩
行
者
の
安
全
確
保
を
面
的
に
進
め
る
施
策
と
し
て
、
地
域
の
声
を
反
映
さ
せ

る
「
あ
ん
し
ん
歩
行
エ
リ
ア
」
を
連
携
し
て
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
の
事
業
に
つ
い
て
、
実
施
箇
所
数
、
施
策
の
効

果
、
今
後
の
取
り
組
み
予
定
を
伺
う
。

四

平
成
二
十
四
年
四
月
二
十
九
日
の
関
越
自
動
車
道
の
バ
ス
が
高
速
道
路
の
防
護
柵
に
衝
突
し
た
事
故
は
、
原
因
は
運
転
手

側
に
あ
る
と
理
解
す
る
も
の
の
、
構
造
に
工
夫
の
余
地
は
な
い
の
か
、
国
土
交
通
省
の
見
解
を
伺
う
。

五

一
連
の
交
通
事
故
は
、
い
ず
れ
も
、
運
転
手
側
の
不
注
意
で
子
ど
も
や
乗
客
が
犠
牲
に
な
っ
た
こ
と
に
鑑
み
、
今
後
の
運

転
者
教
育
の
取
り
組
み
へ
の
反
映
に
つ
い
て
、
警
察
庁
の
見
解
を
伺
う
。

六

四
に
関
連
し
て
、
高
速
ツ
ア
ー
バ
ス
に
つ
い
て
、
安
全
確
保
面
か
ら
の
規
制
を
強
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
国
土

交
通
省
の
見
解
を
伺
う
。

右
質
問
す
る
。

二


